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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、ＪＲ「戸塚」駅の東口バスターミナルより江ノ電バスに乗り「長沼」バ
ス停で下車し、徒歩１０分のグループホームです。運営は、横浜市内を中心に２４
か所のグループホームを展開している株式会社です。
＜優れている点＞
毎朝、利用者の前で職員が会社の行動指針を読み上げています。職員が「笑顔」で
接すれば、利用者も「笑顔」になるということをホームの理念にしています。職員
は利用者に対して、思いやりの心を持った笑顔で接するように心がけ、自分のペー
スで生活が送れるように支援しています。利用者は、ゆったりと落ち着いて自分ら
しく過ごしています。
食事専門職員を採用し、利用者の意見を聞いて献立をたて、より良い食事提供が出
来るように配慮しています。また、障害者雇用制度により清掃専門の職員を採用し
ています。介護職員が丁寧に利用者一人ひとりのニーズをくみ取った支援を行う体
制が整っています。
＜工夫点＞
普段の散歩で地域の人と挨拶を交わしたり会話をして、近隣住民とのふれあいを大
切にしています。事業所から歩いて数分の美容院でカットしてもらっている利用者
がいます。秋には町内会の神輿、正月には地域の獅子舞がホームに来て地域と交流
しています。地域ケアプラザの催し物に参加したり、民生委員と連絡をとるなど地
域との関わりを積極的にもつように努めています。

私たちの事業所では、日々の食事作りにおいて、季節毎にそれぞれの旬を感じて頂
けるような献立を心がけています。直近の事例では、高齢ということもあり元々小
食でおられた新規のご利用者様が、施設入所後は食事を楽しみにされるようにな
り、食事量も日に日に増え、栄養の偏りから現れていた褥瘡などの皮膚疾患の改善
がみられた例もあります。また、献立以外の部分でも、提供する食事やおやつにも
工夫を加え、汁物にオリーブオイルを添加したり、ヨーグルトにオリゴ糖を添える
といった薬に頼らない便困対応など、「食」から人の身体、生活を形作れるように
心がけています。グループホームという、ご利用者様の生活に密着出来る環境だか
らこそ出来るケアにこれからも努めていきたいと思います。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホームすみれ

 ユニット名 そよ風

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

平成24年4月に理念を「笑顔」と変更し
て以来継続しています。具体的な実践
として、令和2年度の事業所目標には
「思いやりの絆」を挙げ、ご利用者様
はもちろん、職員同士でも共同生活の
場での互いの尊重から笑顔に繋げられ
るよう努めています。

毎朝１０時の体操の後、利用者の前で
職員が会社の行動指針を読み上げてい
ます。職員が笑顔で接すれば、利用者
も「笑顔」になるという事をホームの
理念にしています。今年度の目標の
「思いやり」の心を持ったケアを笑顔
で実践しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域包括の広報によりケアプラザでの
南秋祭に出向いたり、地域の獅子舞を
ホームにお招きしたり、散歩中にご近
所様への挨拶や出勤時や退勤時にお会
いしたら挨拶がてら少し話したりと交
流を続けております。

普段の散歩で地域の人と挨拶を交わし
たり会話をしています。秋には町内会
の神輿、正月には地域の獅子舞がホー
ムに来て地域と交流しています。民生
委員と連絡をとり、地域との関わりを
積極的にもつように努めています。

運営推進会議を通して普段の様子をお
伝えしています。また、地域ケア会議
の場で、民生委員の方と連携をとり、
自治会へ加入出来るよう、働きかけて
頂き、地域の方への認知症理解・支援
の手助けが出来る環境づくりに取り組
んでいます。

認知症の進行も踏まえ、外出時に車椅
子を利用される御利用者様が増えてき
ていることからケアプラザにお借りし
たり、遠くへの外出が難しいときはケ
アプラザの催し物等のご利用も視野に
入れながらサービス提供しています。

２か月ごとに開催している運営推進会
議は、家族、後見人、民生委員、区の
高齢支援課職員、地域包括職員、本社
職員がメンバーとして参加していま
す。今年度は、コロナ感染予防のため
中止していますが、代わりに活動状況
報告書をメンバーに送付しています。

高齢支援課、生活支援課と日頃より密
に連絡を取り合い、御利用者様の情報
共有、状態の把握に努め、変化や異変
に逸早く気づき、報告出来るよう対応
しています。

区の高齢支援課や生活支援課に管理者
が直接出向き、相談や介護保険手続き
をしています。区の保護担当者に電話
連絡や訪問してもらい、適切な利用者
支援に努めています。感染症対策に関
しての横浜市主催の研修に参加してい
ます。
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グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

玄関とユニット入り口は、防犯上と安
全確保の為　御家族に説明し了承を得
た上で施錠しております。身体拘束に
ついての勉強会を施設で行い、
「ちょっと待って・早くして」等、言
葉遣いに気を付ける配慮を心掛けて職
員は取り組んでいます。

「身体的拘束の適正の指針」「身体拘
束マニュアル」「自己点検シート」を
整備しています。法人内での身体拘束
委員会の勉強会に管理者が出席し、
ホーム会議で職員に伝えています。社
内研修での研修は、職員がレポートを
提出をしています。

勉強会にて、虐待防止に関する技術と
知識の周知に取り組みました。
また、それを受けホーム会議にて、再
度確認を行い、紛らわしい行動や言動
があった場合、その場で注意喚起をし
ていくよう努める事としました。

神奈川県より権利擁護に関する文面を
ファイリングして事務所内に設置して
有ります。身体拘束・虐待が主となっ
ており調査結果を踏まえて自己確認出
来るようになっています。3月の施設部
勉強会でも取り入れて学ぶ事が出来る
ようになっています。

契約前に必ず施設見学と面接をさせて
頂いています。ご希望や不安な事など
を伺い本人・御家族が納得した上で契
約という形をとらせて頂いています。
入居契約には必ず、管理者が同席して
説明させて頂いています。

状況に応じて、ご本人や御家族と直接
お会いして話し合い、ご意見やご希望
をお伺いしています。玄関先には、苦
情相談受付・重要事項を設置して体制
が整っています運営推進会議や面会時
に御家族のご意見ご希望をお聞きする
よう努めています。

「苦情・相談マニュアル」「苦情・相
談記録票」を整備しています。利用者
の居室に置くテレビや小型冷蔵庫の購
入希望の際には、家族や関係者に連絡
を取って対応しています。家族などの
面会時には、管理者が普段の様子を伝
えています。

株式会社フィールズ



グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

毎月のホーム会議・ユニット会議で意
見や提案を出し合い業務に反映してい
ます。また、年に２回自己評価を記入
して管理者と個人面談を行い、業務に
反映出来るもの・取り入れていくもの
等、翌月の会議で検討いたします。ユ
ニット会議は、全体で行ないます。

職員から提案などの意見が出た場合に
は毎月のホーム会議で議題として取り
上げ、職員が話し合って決めていま
す。利用者の入浴についての事案など
が議題に上がっています。管理者と職
員との個人面談を年２回行い、職員か
らの意見を聞いています。

家庭環境や、研修に合わせてシフトを
組みます。ステップ別の研修や施設部
勉強を通して他の施設の職員とグルー
プワーク出来るように設定し自分がや
らなければいけない事、どのレベルな
のかを確認できる環境となっていま
す。

法人で、年間の施設部勉強会・教育委
員会によるステップ別の研修会を予定
し、該当する職員に参加を勧めてス
テップアップ出来るように構築されて
います。施設部勉強会は、出来るだけ
多くの職員が参加出来るように細分化
されております。

施設部勉強会では、他の施設職員と交
流を持てるようにグループワーク主体
となっています。管理者は、年1回の地
域ケア会議に出席して地域住民にグ
ループホームを知って頂けるように日
頃の生活の様子や認知症の対応の仕方
をお話しさせて頂いています。

入居前の段階で、御家族や保護担等か
ら情報提供して頂き全職員が情報を共
有しています。入居前に施設見学や面
談を行ないながら、御家族・本人に要
望を伺うようにしています。

株式会社フィールズ



グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前の生活環境と経緯を御家族や保
護担等から詳しくお聞かせ頂き、ご本
人や御家族のご要望を理解し今後の生
活がご希望に添えられるように連絡を
取り合いながら構築していく努力をし
ています。

馴染みの物の持込や、友人知人がいつ
でも面会・外出出来ることをお知らせ
します。外泊や外出は自由に出来るこ
とも説明します。状態が変化したとき
は、御家族・ご本人と相談しながら今
後の事について進めていく事もご説明
させて頂いています。

レクリエーションの他、生活の中で、
食事作り・洗濯物たたみ・掃除・掲示
物作成等、その人に合わせた役割を一
緒に行ない、信頼関係を構築させその
方々の能力を引き出せるよう努めてい
きながら、助け合い寄り添いながら生
活しています。

普段の生活の様子を２ヶ月に１回すみ
れ通信に掲載し御家族にお送りしてい
ます。また、電話で様子をお伝えした
りご本人に電話で話して頂いたりして
います。面会時には、ゆっくり話しが
出来るように自室で過ごして頂いた
り、外出もしています。

電話や手紙・年賀状のやり取りは継続
出来ています。また、御家族の協力を
得ながら食事に出かける方や買い物に
出かける方もいらっしゃいます。

入居前からの趣味の読書・カラオケ・
折り紙・ぬり絵などが入居後も出来る
ように支援しています。読書の好きな
利用者は、ドライブがてら、車で図書
館に行っています。利用者の希望する
江ノ島などにドライブに行っていま
す。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

歩行が不安定な方や歩行できない方、
車椅子を使用されている方の配膳や下
膳をお手伝いしたり、女性入居者様が
男性入居者様の洗濯物をたたんでくだ
さったりと、お互いに支えあう姿が毎
日のように見受けられます。

退去された方については、主に保護担
等より生活の様子や状態をお知らせい
ただく事がほとんどです。その際に、
こちらで何かお手伝いできる事はない
か伺うこともしています。

仕草・表情・言動から本人の望まれて
いる事を把握しています。入浴や職員
と二人になった時にお話しを聞くよう
に努めています。日頃のちょっとした
言動の変化にも気を付けて、毎日申し
送りや個人記録に記載して情報を共有
するように努めています。

利用者の発言した言葉をそのまま個人
記録に記載し、職員同士の情報の共有
をし、利用者の思いや意向を全職員が
把握する様にしています。特に職員と
利用者だけの入浴・散歩・ドライブ・
買い物など１対１の際には、利用者の
言葉を良く聞く様にしています。

入居時の情報提供書をもとに、ご本人
の得意な事、興味のある事、趣味など
を生活の場で活かせるようにｹｱﾌﾟﾗﾝに
反映させて場の提供が出来るようにし
ています。一人ひとり活き活きとした
生活が送れるように心掛けています。

申し送り・業務日誌・往診時には医療
連携ノートを確認しながらその日の状
況が把握出来るようになっています。
また、排泄・食事・ﾊﾞｲﾀﾙ・水分チェッ
ク表を確認しながら必ず確認を行ない
ます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

本人・御家族・後見人様・職員と話し
合い、それに即した介護計画書を作成
していきます。ホーム会議やユニット
会議で話し合い見直しを3ヶ月毎に更新
していきます。状態が変わればその都
度見直しを行ない更新し提携医療の見
解も取り入れていきます。

介護計画書は、短期目標を３ヶ月ご
と、長期計画を６ヶ月ごとに居室担当
者が評価しています。利用者、家族の
希望を聞き、カンファレンスの場で職
員全員で話し合いとモニタリングし、
新しい介護計画書を作成しています。

ﾊﾞｲﾀﾙ・食事・水分・排泄・入浴と毎日
の様子や言動を本人の言葉で個人記録
に記載していきます。その記録を基
に、3ヶ月毎に見直して介護計画書に反
映させていきます。また、継続してい
きたい事も話し合いを行っていきま
す。

通院は状況に応じて対応を行ないま
す。本人や御家族のご希望の病院に受
診される方もいらっしゃいます。昨今
の感染症流行の観点から、外出支援は
控えておりますが、自社経営のレスト
ランからの食事配達や、施設内でのレ
クリエーション強化を行っています。

地域の獅子舞がホームに訪れます。感
染症予防の観点から、外部から地域の
方をお招きする機会は減りましたが、
こういう時こそ連携を密にとり、感染
症収束後にスムーズな連携がとれるよ
う、人との繋がりを大切にしていま
す。

内科と精神科の協力機関があります。
本人・御家族のご希望、身体状況を考
慮したうえで決定しています。病状の
変化により専門医療への受診や主治医
の変更など適切な医療機関が受けられ
る体制を整えています。

月２回往診の協力医療機関は内科と精
神科があり、本人の身体状況や希望で
どちらか選択することが可能です。週
１回看護師による健康管理を行ってい
ます。普段から職員、訪問看護、医師
との連携ができており、発熱など緊急
時はスムーズに対応しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

医療連携ノートを活用し、週に1回の訪
問時に情報提供していきます。また、
ちょっとした変化が見られた時は、電
話やFAXを活用しながら報告したり指示
を頂いたりします。24時間連絡可能と
なっており急変時・緊急時の指示を迅
速に受ける事が出来ます。

入院された病院のＣＷと連携を取り合
い、情報を頂きホームでの生活が可能
となったら早急に退院出来るようにし
ています。また、退院へ向けての医師
からの御家族への説明時には、管理者
または主任が必ず同席するよう体制を
整えています。

入居時に重度化や終末期に関してのご
説明をしています。ご本人や御家族の
ご希望に沿った終末期を迎えられるよ
うに主治医・訪問看護との連携体制は
整っています。看取りに関しての勉強
会は施設勉強会で講習を受けていま
す。

契約時に、「重度化における指針｣とい
う終末期に関する同意書の説明をして
います。職員は、「終末期の体の変
化」の研修をし、ターミナル期におけ
る心身の状態の理解をしています。医
療従事者と協力し、より良き終末期支
援につなげています。

事務所内に、マニュアルとフロー
チャートを設置・掲示しています。ま
た、戸塚消防署立会いのもとで、心配
蘇生法・搬送法の訓練を行っていま
す。加えて緊急時フェイスシートを作
成し、緊急時の必要事項申し送りに役
立てています。

年３回避難訓練を実施しています。う
ち１回は必ず夜間想定として避難誘
導・通報法・各ユニットの連携を行っ
ています。戸塚区役所から、ハザード
マップを頂き広域非難場所（金井公
園）・地域避難場所（下郷小）を確認
しています。

消防署の立会いの下、同じ法人の隣接
しているグループホームと合同で、年
に３回の避難訓練を行っています。近
所に住んでいる職員は当日ボランティ
アで参加し、職員全員が訓練を体験で
きるように心がけています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

利用者様を傷つけない言葉掛けや対
応、職員の表情や態度に気を付けて接
するように常に心掛けています。認知
症の対応について、施設勉強会で随時
学んでいます。急がせない事・否定的
な言葉を遣わない等、確認する事が出
来ています。

玄関に会社ホームページに記載されて
いる「ウェブサイト上におけるご利用
者様の個人情報の取扱いについて」
「当社の個人情報保護方針ついて」を
印刷して掲示しています。その他３種
類の個人情報について文章を掲示して
います。

職員と一緒にお手伝いして頂けるか、
誕生日には何をしたいか、また何を食
べたいか、今日はどのような服装が良
いかをお聞きして本人が決定出来る場
を提供する事に努めています。

洗濯物たたみや掃除、食器拭きやﾃｰﾌﾞﾙ
拭き、手摺り拭き、食材の仕分けや日
付け貼り、配膳、下膳と自分の得意な
事に取り組んで頂いています。本人の
やる気を無駄にしないように毎日心掛
けて生活しています。

自分で決定出来る方は本人にお任せし
ています。そうでない方は、職員と一
緒に選び好みの色やデザイン等をお聞
きしながら楽しめるように支援してい
ます。天候や体調も考慮しながら支援
しています。

その日の冷蔵庫事情を確認しながら、
出来るメニューを何点か挙げて利用者
様に伺ったり、下準備や盛り付けを一
緒に行って食事への関心が高まるよう
にしています。また、料理の色合い等
にも配慮し、食欲への関心が高まるよ
うな調理も心がけています。

食事専門職員を採用し、利用者の意見
を聞いて献立をたて、より良い食事提
供が出来るように配慮しています。利
用者も下ごしらえや盛り付けなどの食
事の手伝いをしています。ミキサー食
などの元の形が分からないおかずも説
明しながら食事介助をしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

食事や水分摂取量はチェック表に記載
しひと目で分かるようになっていま
す。乳製品を提供したり寒天にして提
供したりします。場合により、水分量
の少ない方は、嗜好品を提供して少し
でも多くの水分摂取が出来るようにし
ています。

食後の声掛けは欠かさず行ないます。
ご自分で出来ない方はさり気なく介助
に入りお手伝いさせて頂いています。
毎週土曜日は、歯科往診日で義歯調
整・作成、口腔ケア、嚥下リハビリを
行っています。また月に１回、口腔ケ
アの指導を受けています。

排泄表を確認しながら、間隔の空いた
方は３時間毎に声掛けしたりﾄｲﾚにお連
れしたりしています。快適な排泄が出
来るように臭い汚れが無いようにいつ
も清潔にしていく事を徹底していま
す。夜間ﾄｲﾚに行けない方は、居室に
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚを設置しています。

排泄チェック表で個人個人の利用者の
排泄傾向をチェックしています。職員
は、利用者には我慢させない様に心掛
け、排泄チェック表に基づいて利用者
一人ひとりに合わせたトイレ誘導の声
掛けをしています。オムツからリハビ
リパンツへの改善事例があります。

朝食時に、寒天130ＣＣを提供していま
す。また、腸の働きを良くする為に、
10時のおやつ時にヨーグルトとオリゴ
糖を提供しています。腹部の張りがあ
れば温タオルでマッサージも実施して
早めの対応に努めています。

利用者の体調を考慮しながら、ゆっく
りと入浴して頂いています。曜日を決
めて入る方もいます。当日の予定も考
慮しながら主に午前中の入浴となって
いますが、中には稀に、午後の入浴を
希望する方も居ますので希望に応じる
ようにしています。

１階には、浴槽が２つあります。２人
で介助がしやすい一般的な浴槽と車イ
スで入浴できる機械浴があります。機
械浴の浴室には暖房用のエアコンを設
置しています。冬に皮膚が乾燥しやす
い利用者には、皮膚の乾燥を和らげる
入浴剤を使っています。
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グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

居室内の温度調整をしたり、寝具の調
整をしていきます。就寝前には、水分
補給を実施して快適な睡眠がとれるよ
うに配慮しています。また、日課とし
て昼食後に午睡する方もいます。

処方時に必ず説明書が添付されてくる
ので、個人ファイルにファイリングし
て職員が確認出来るようにしていま
す。服薬内容が変更になった場合は、
薬連絡ノートを活用し周知出来るよう
にしています。状態の変化は医療連携
ノートに随時記入します。

家事手伝い、塗り絵、それぞれ得意な
場面で能力を発揮出来るように職員は
常に関わりながら支援に努めていま
す。行事のときは、準備段階から利用
者様と一緒に行うようにして達成感を
味わえるように取り組んでいます。

御家族や後見人様の協力のもと、買い
物や美容院へ出かける方もいます。初
詣は毎年恒例行事として地域の神社に
いきます。その他、外出自粛期間につ
いては、室内でも季節を感じて頂ける
よう、施設内の飾りつけを意識し、特
に力を入れて行いました。

春は弁当を持って花見をしています。
本人の希望で買い物や外食など積極的
に外出支援をしています。今年度はコ
ロナ感染予防のため、ベランダでお茶
会やピクニックを開いています。ドラ
イブに出かけたり、マスクをして近所
の散歩をしています。

金銭所持されている方は居ませんが、
一緒に買い物に出かけてレジに並んで
商品を受け取ったり帰りに持ってくだ
さったりしています。また、御家族や
後見人様と買い物に出かける方もい
らっしゃいます。
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グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

本人・御家族と相談しながら馴染みの
家具や寝具を持ち込んだり、趣味の小
物を飾って頂いたり、以前の生活空間
に近づけるように努めています。御家
族の仏壇を持ち込んでいる方も居て毎
朝、水を挙げて手を合わせる習慣のか
たもいます。

居室には、テレビ・小型冷蔵庫・座椅
子・机・カラオケセット・ドレッサー
やタンスなどを持ち込んでいます。管
理者は、タンスについて胸までの高さ
の物を持ち込んでもらうようにしてい
ます。カーペットやラグを敷く際には
滑らない工夫をしています。

廊下・ﾄｲﾚ・浴室・ベッドサイドには、
手摺りや柵を設置して安全に歩行や立
ち上がりが出来るようにしています。
ご自分の居室は各自認識されています
のでご希望の方のみ表札を表示してい
ます。

電話は希望に応じて使用して頂いてい
ます。相手側から掛かってきた時は本
人に取り次いで頂き話す機会を提供し
ています。感染症予防にて、面会が難
しい時期でもあるので、電話によるご
家族とのコミュニケーションは出来る
だけとれるよう配慮しています。

季節にあったｶﾚﾝﾀﾞｰ作りや玄関の花生
けを、利用者様と一緒に行い、掲示を
しています。ﾄｲﾚ・浴室には表示してわ
かりやすい様にしています。フロアに
は、季節ごとに職員、御利用者様共作
の工作物を掲示し、物作りの楽しさか
ら季節を感じて頂いています。

壁には、利用者と職員が一緒に作った
季節を感じる貼り絵が飾ってありま
す。手作りの日めくりカレンダーは、
利用者が毎日めくっています。利用者
の作成した作品は飾るように配慮して
います。玄関に利用者が生けた花を飾
り、季節感を大切にしています。

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞに椅子を出して日光浴や外気浴
を楽しんで頂いています。玄関先には
ベンチを設置して、散歩帰りに一呼吸
して頂き職員や利用者様同士会話を楽
しみながら過ごすように努めていま
す。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームすみれ

 ユニット名 陽だまり

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

認知症の進行も踏まえ、外出時に車椅
子を利用される御利用者様が増えてき
ていることからケアプラザにお借りし
たり、遠くへの外出が難しいときはケ
アプラザの催し物等のご利用も視野に
入れながらサービス提供しています。

高齢支援課、生活支援課と日頃より密
に連絡を取り合い、御利用者様の情報
共有、状態の把握に努め、変化や異変
に逸早く気づき、報告出来るよう対応
しています。

地域包括の広報によりケアプラザでの
南秋祭に出向いたり、地域の獅子舞を
ホームにお招きしたり、散歩中にご近
所様への挨拶や出勤時や退勤時にお会
いしたら挨拶がてら少し話したりと交
流を続けております。

運営推進会議を通して普段の様子をお
伝えしています。また、地域ケア会議
の場で、民生委員の方と連携をとり、
自治会へ加入出来るよう、働きかけて
頂き、地域の方への認知症理解・支援
の手助けが出来る環境づくりに取り組
んでいます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

平成24年4月に理念を「笑顔」と変更し
て以来継続しています。具体的な実践
として、令和2年度の事業所目標には
「思いやりの絆」を挙げ、ご利用者様
はもちろん、職員同士でも共同生活の
場での互いの尊重から笑顔に繋げられ
るよう努めています。
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グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

状況に応じて、ご本人や御家族と直接
お会いして話し合い、ご意見やご希望
をお伺いしています。玄関先には、苦
情相談受付・重要事項を設置して体制
が整っています運営推進会議や面会時
に御家族のご意見ご希望をお聞きする
よう努めています。

神奈川県より権利擁護に関する文面を
ファイリングして事務所内に設置して
有ります。身体拘束・虐待が主となっ
ており調査結果を踏まえて自己確認出
来るようになっています。3月の施設部
勉強会でも取り入れて学ぶ事が出来る
ようになっています。

契約前に必ず施設見学と面接をさせて
頂いています。ご希望や不安な事など
を伺い本人・御家族が納得した上で契
約という形をとらせて頂いています。
入居契約には必ず、管理者が同席して
説明させて頂いています。

玄関とユニット入り口は、防犯上と安
全確保の為　御家族に説明し了承を得
た上で施錠しております。身体拘束に
ついての勉強会を施設で行い、
「ちょっと待って・早くして」等、言
葉遣いに気を付ける配慮を心掛けて職
員は取り組んでいます。

勉強会にて、虐待防止に関する技術と
知識の周知に取り組みました。
また、それを受けホーム会議にて、再
度確認を行い、紛らわしい行動や言動
があった場合、その場で注意喚起をし
ていくよう努める事としました。
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グループホームすみれ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

施設部勉強会では、他の施設職員と交
流を持てるようにグループワーク主体
となっています。管理者は、年1回の地
域ケア会議に出席して地域住民にグ
ループホームを知って頂けるように日
頃の生活の様子や認知症の対応の仕方
をお話しさせて頂いています。

入居前の段階で、御家族や保護担等か
ら情報提供して頂き全職員が情報を共
有しています。入居前に施設見学や面
談を行ないながら、御家族・本人に要
望を伺うようにしています。

家庭環境や、研修に合わせてシフトを
組みます。ステップ別の研修や施設部
勉強を通して他の施設の職員とグルー
プワーク出来るように設定し自分がや
らなければいけない事、どのレベルな
のかを確認できる環境となっていま
す。

法人で、年間の施設部勉強会・教育委
員会によるステップ別の研修会を予定
し、該当する職員に参加を勧めてス
テップアップ出来るように構築されて
います。施設部勉強会は、出来るだけ
多くの職員が参加出来るように細分化
されております。

毎月のホーム会議・ユニット会議で意
見や提案を出し合い業務に反映してい
ます。また、年に２回自己評価を記入
して管理者と個人面談を行い、業務に
反映出来るもの・取り入れていくもの
等、翌月の会議で検討いたします。ユ
ニット会議は、全体で行ないます。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

御家族の協力を得ながら食事に出かけ
る方や買い物に出かける方もいらっ
しゃいます。また、定期的に親族のお
宅へ外泊へ出かける方もいらっしゃい
ます。

レクリエーションの他に、ゴミ捨てを
手伝って下さったり汚物を包む為の新
聞紙を折って下さったり、他の利用者
様の話し相手になって下さったりと、
その方の出来る事で、職員を助けてく
ださる場面が見られます。

普段の生活の様子を２ヶ月に１回すみ
れ通信に掲載し御家族にお送りしてい
ます。また、電話で様子をお伝えした
りご本人に電話で話して頂いたりして
います。面会時には、ゆっくり話しが
出来るように自室で過ごして頂いた
り、外出もしています。

入居前の生活環境と経緯を御家族や保
護担等から詳しくお聞かせ頂き、ご本
人や御家族のご要望を理解し今後の生
活がご希望に添えられるように連絡を
取り合いながら構築していく努力をし
ています。

馴染みの物の持込や、友人知人がいつ
でも面会・外出出来ることをお知らせ
します。外泊や外出は自由に出来るこ
とも説明します。状態が変化したとき
は、御家族・ご本人と相談しながら今
後の事について進めていく事もご説明
させて頂いています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

入居時の情報提供書をもとに、ご本人
の得意な事、嗜好品を収集して生活の
場で活かせるようにｹｱﾌﾟﾗﾝに反映させ
て場の提供が出来るようにしていま
す。一人ひとり活き活きとした生活が
送れるように心掛けています。

申し送り・業務日誌・往診時には医療
連携ノートを確認しながらその日の状
況が把握出来るようになっています。
また、排泄・食事・ﾊﾞｲﾀﾙ・水分チェッ
ク表を確認しながら必ず確認を行ない
ます。

退去された方については、主に保護担
等より生活の様子や状態をお知らせい
ただく事がほとんどです。また、以前
独居に踏み出された御利用者様から、
電話や手紙を頂いたり、畑で採れた果
物等が送られてくる事もあります。

仕草・表情・言動から本人の望まれて
いる事を把握しています。入浴や職員
と二人になった時にお話しを聞くよう
に努めています。日頃のちょっとした
言動の変化にも気を付けて、毎日申し
送りや個人記録に記載して情報を共有
するように努めています。

歩行できない方の配膳や下膳をお手伝
いしたり、気の合う方同士に席替えを
して関わりが増える工夫に努めたり、
職員が間に入り洗濯物を一緒にたたん
だり助け合えるように支援していま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

内科と精神科の協力機関があります。
本人・御家族のご希望、身体状況を考
慮したうえで決定しています。病状の
変化により専門医療への受診や主治医
の変更など適切な医療機関が受けられ
る体制を整えています。

通院は状況に応じて対応を行ないま
す。本人や御家族のご希望の病院に受
診される方もいらっしゃいます。昨今
の感染症流行の観点から、外出支援は
控えておりますが、自社経営のレスト
ランからの食事配達や、施設内でのレ
クリエーション強化を行っています。

地域の獅子舞がホームに訪れます。感
染症予防の観点から、外部から地域の
方をお招きする機会は減りましたが、
こういう時こそ連携を密にとり、感染
症収束後にスムーズな連携がとれるよ
う、人との繋がりを大切にしていま
す。

本人・御家族・後見人様・職員と話し
合い、それに即した介護計画書を作成
していきます。ホーム会議やユニット
会議で話し合い見直しを3ヶ月毎に更新
していきます。状態が変わればその都
度見直しを行ない更新し提携医療の見
解も取り入れていきます。

ﾊﾞｲﾀﾙ・食事・水分・排泄・入浴と毎日
の様子や言動を本人の言葉で個人記録
に記載していきます。その記録を基
に、3ヶ月毎に見直して介護計画書に反
映させていきます。また、継続してい
きたい事も話し合いを行っていきま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

事務所内に、マニュアルとフロー
チャートを設置・掲示しています。ま
た、戸塚消防署立会いのもとで、心配
蘇生法・搬送法の訓練を行っていま
す。加えて緊急時フェイスシートを作
成し、緊急時の必要事項申し送りに役
立てています。

年３回避難訓練を実施しています。う
ち１回は夜間想定として避難誘導・通
報法・各ユニットの連携を行っていま
す。戸塚区役所から、ハザードマップ
を頂き広域非難場所（金井公園）・地
域避難場所（下郷小）を確認していま
す。

入院された病院のＣＷと連携を取り合
い、情報を頂きホームでの生活が可能
となったら早急に退院出来るようにし
ています。こちらから、病院へ伺い状
態の把握にも努めて連携をとっていま
す。

入居時に重度化や終末期に関してのご
説明をしています。ご本人や御家族の
ご希望に沿った終末期を迎えられるよ
うに主治医・訪問看護との連携体制は
整っています。看取りに関しての勉強
会は施設で行う勉強会で学ぶことに
なっています。

医療連携ノートを活用し、週に1回の訪
問時に情報提供していきます。また、
ちょっとした変化が見られた時は、Ｆ
ＡＸやﾒｰﾙも活用しながら報告したり指
示を頂いたりします。24時間連絡可能
となっており急変時・緊急時の指示を
迅速に受ける事が出来ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

嚥下・咀嚼を考慮してキザミ食やﾐｷｻｰ
食、量が多目・少な目な方を把握して
完食出来る工夫をしています。また、
ご自分で食事が摂れない方は自室で職
員と1対1で他者の視線が気にならない
ように配慮しています。

洗濯物たたみや掃除、食器拭きやﾃｰﾌﾞﾙ
拭き、手摺り拭き、食材の仕分けや日
付け貼り、配膳、下膳と自分の得意な
事に取り組んで頂いています。本人の
やる気を無駄にしないように毎日心掛
けて生活しています。

自分で決定出来る方は本人にお任せし
ています。そうでない方は、職員と一
緒に選び好みの色やデザイン等をお聞
きしながら楽しめるように支援してい
ます。外出の機会の多い方は、自ら意
識して身だしなみが整えられるよう、
職員は支援を行っています。

利用者様を傷つけない言葉掛けや対
応、職員の表情や態度に気を付けて接
するように常に心掛けています。認知
症の対応について、施設勉強会で随時
学んでいます。急がせない事・否定的
な言葉を遣わない等、確認する事が出
来ています。

職員と一緒にお手代して頂けるか、誕
生日には何をしたいか、また何を食べ
たいか、今日はどのような服装が良い
かをお聞きして本人が決定出来る場を
提供する事に努めています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎朝のラジオ体操は欠かさず実施して
います。特に注意していることは、充
分な水分摂取が出来るように嗜好品を
取り入れたりしています。便秘傾向の
方は緩下剤の処方を主治医と相談しな
がら服薬に努めています。

利用者の体調を考慮しながら、ゆっく
りと入浴して頂いています。曜日を決
めて入る方も2人います。当日の予定も
考慮しながら主に午前中の入浴となっ
ています。一般浴槽に入れない方は、
機械浴を使用しています。

食後の声掛けは欠かさず行ないます。
ご自分で出来ない方はさり気なく介助
に入りお手伝いさせて頂いています。
毎週土曜日は、歯科往診日で全ての方
が利用されています。義歯調整・作
成、口腔ケア、嚥下リハビリを行って
います。

排泄表を確認しながら、間隔の空いた
方は２時間毎に声掛けしたりﾄｲﾚにお連
れしたりしています。快適な排泄が出
来るように臭い汚れが無いようにいつ
も清潔にしていく事を徹底していま
す。夜間ﾄｲﾚに行けない方は、居室に
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙを設置しています。

食事や水分摂取量はチェック表に記載
しひと目で分かるようになっていま
す。水分量の少ない方は、嗜好品を提
供して少しでも多くの水分摂取が出来
るようにしています。乳製品を提供し
たり寒天にして提供したりします。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

金銭所持されている方は居ませんが、
一緒に買い物に出かけてレジに並んで
商品を受け取ったり帰りに持ってくだ
さったりしています。また、御家族や
後見人様と買い物に出かける方もい
らっしゃいます。

絵の好きな方は自由に描いて頂きフロ
ア内に掲示しています。ホームの行事
の時には、準備段階から参加して頂き
楽しみのひとつとなるように心かけて
います。読書の好きな方は、自分の時
間を大切に出来るように支援していま
す。

初詣・花見は毎年恒例行事として地域
の神社にいきます。外出自粛に際し、
外食や買い物に行けないストレスを感
じるご利用者様もいらっしゃる為、買
い物の代行の他、施設でのレクリエー
ションや、食事に気を配り、ストレス
の緩和に努めました。

居室内の温度調整をしたり、寝具の調
整をしていきます。就寝前には、水分
補給を実施して快適な睡眠がとれるよ
うに配慮しています。また、日課とし
て昼食後に午睡する方もいます。

処方時に必ず説明書が添付されてくる
ので、個人ファイルにファイリングし
て職員が確認出来るようにしていま
す。服薬内容が変更になった場合は、
薬連絡ノートに記載して周知出来るよ
うにしています。状態の変化は医療連
携ノートを活用しています。

株式会社フィールズ
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己
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価

外
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

本人、御家族と相談しながら馴染みの
家具を持ち込み以前の生活空間に近づ
け落ち着けるようにしています。ラジ
オを聴いたりＣＤを聴いたり出来るよ
うに好みの機器を設置している方もい
らっしゃいます。

廊下・ﾄｲﾚ・浴室・ベッドサイドには、
手摺りや柵を設置して安全に歩行や立
ち上がりが出来るようにしています。
ご自分の居室は各自認識されています
のでご希望の方のみ表札を表示してい
ます。

ベランダにプランターを設置して季節
の草花が楽しめるようにしています。
フロアにはソファーを設置してリラッ
クスしてテレビ鑑賞が出来るようにし
ています。ゆず湯や菖蒲湯も行い好評
を頂いています。

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞに椅子を出して一人で過ごした
り、馴染みの方と過ごしたりする方も
います。玄関先にはベンチを設置し
て、散歩帰りに一呼吸して頂き職員や
利用者様同士会話を楽しみながら過ご
すように努めています。

電話は希望に応じて使用して頂いてい
ます。相手側から掛かってきた時は本
人に取り次いで頂き話す機会を提供し
ています。また、２ヶ月に１度は、施
設便りとして、御家族へ写真付きのお
手紙を送付させていただき、近況報告
とさせていただいております。
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